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共同研究
「検証・都市伝説」⑴
„Urban Legend-Check I“
弁護士法研究会
（代表　森　　　　　勇）＊
連載を始めるにあたり
　ドイツにおいては，かなり早い時期から，弁護士ないしは（公認会計
士・税理士などの）自由職業（Freiberuf）に関する実態調査が様々にな
されてきた。その中心的な役割を担ってきた機関は，一つには，エアラン
ゲン・ニュールンベルク大学（Universität Erlangen Nurnberg）の付置機
関，自由職業研究所（Institut für Freie Berufe an der Friedrich-Alexander-
Universität Erlangen-Nürnberge. V.= http://www.ifb.uni-erlangen.de） があ
る。 そしてもう一つが， ソルダン研究所（Soldan Institut=http://www.
soldaninstitut.de）であり，ここに訳出・連載させていただく「検証・都
市伝説」の著者，マティアス・キリアン（Matthias Kilian）ケルン大学教
授が現在その代表を務めている組織である。このソルダン研究所は，弁護
士にかかわる諸制度・諸問題について，多くの実態調査を行い，その成果
を次々と発表している。2015年 ₆ 月に日本比較法研究所叢書として刊行し
た「リーガルマーケットの展開と弁護士の職業像」に収録した「マティア
ス・キリアン（Matthias Kilian）／森勇　（抄）訳「弁護士とジェネラリスト
＊　所員・中央大学法科大学院教授
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としての弁護士」はその一例である。これらは，弁護士に関する「法と現
実の【対応と齟齬】」を解き明かし，将来に向けた制度設計に大いに寄与
している。そしてまた，弁護士からのアンケートに対する回答から，リー
ガルサービスに対するニーズが奈辺にあるかを知ることができる点で貴重
である。
　ここで訳出・連載をさせていただくことにした連載，「検証・都市伝説」
は，そのタイトルを一瞥すると，何かエッセイのようにも受け止められか
ねないが，著者の意図は，少し大ざっぱに言えば【有害な都市伝説】を駆
逐しようとする点にある。この試みは，時として同じようなことが弁護士
について言われているわが国にとっても，少なくとも警鐘を鳴らすという
意味があることは言うまでもないが，さらには，比較法として弁護士制度
を研究するうえで有意義である。比較法（Rechtsvergleichung・Compara-
tive of Law）は，社会学である。したがって，ある国の法制度，ここでの
関心事で言えば弁護士制度が現実にどうあるのか，その実態を抜きにして
は，弁護士制度の比較法的研究は成り立たない。本連載は，弁護士に関す
る「都市伝説」を裁断面として，ドイツ弁護士制度の実態を明らかにして
くれるものであり，ドイツ弁護士制度の一断面をよりよく説明してくれて
いる。翻って，こうした試みは，弁護士制度，弁護士法の比較法的研究の
一つ手法を提示してくれるものでもある。一緒にドイツ弁護士法の研究に
携わっていただいている諸兄姉の協力をえて，ここに訳出して連載させて
いただくゆえんである。
　最後になったが，翻訳を快諾してくださった著者キリアン教授，掲載誌
Anwaltsblatt 編集責任者レーリンク博士（Dr. Lührig）および刊行元であ
るドイツ弁護士協会（deutscher Anwaltsverein）に，この場を借りて心よ
りお礼を申し上げるしだいである。
 （森　　勇　記）　
